
 

令和５年度 学校関係者評価 

 

 認定こども園 大阪千代田短期大学附属幼稚園 

本園の学校関係者評価の委員会を開催し、幼稚園運営の改善を図るために検討した評価結果に

ついて報告します。ただし、現時点では第１回目のみの開催なので、第２回目の委員会終了後、

追って、その評価結果を報告いたします。 

１．全体的評価 

本園の教育方針、教育目標、保育内容等については、園児の育ちの姿が明確にされており、概

ね良好である。子どもにとって大切な体験・経験できるように、保育の中に取り入れている事も、

評価できる。５月よりコロナウイルス感染症が第５類に引き下げられたことから、緩和の状況に

なっている。園内では変わらず、消毒・換気・密など気をつけながら対応していく。園生活の中

で保育活動もコロナ前に戻りつつある。参観など人数制限なしに再開している。保護者も参加で

きることを楽しみにしていた。普段の園での生活を見ていただける機会なので、先生たちもその

中で工夫しようとしている姿がありよかった。未就園児対象事業「ぽっぽクラブ」や「ちびっこ

ひろば」の取り組み等も評価されてよい。「ちびっこ広場」に関しては、参加される人数も増え、

幼稚園という安心できる場所で保護者同士が関わりを持てたことをよろこぶ声を聞くことができ

た。地域のかかわりとしては、中学校区の健全育成の「駅頭でのあいさつ運動」には少人数だが

参加できた。バラエティーフェスタにも参加する。これからも少しずつ取り組みに貢献できるよ

うにしてほしい。園での活動がホームページでアップされ、子どもの様子や保育内容がみえた。

行事だけでなく普段の生活の様子を多く発信することが良かったように感じる。クラスだよりで

も写真が入ったものになり楽しみにしている。園からの連絡事項がアプリで送られるようになり、

手紙よりアプリの方が保護者のニーズとしては大きい。アンケートや取り組みの参加・不参加に

ついても、アプリに取り組まれたことで便利になり、良いとの意見をもらった。 

２．学校関係者評価の委員 

No 氏 名  

1 山田 由紀子 元大阪千代田短期大学講師 

2 小坂  真 地域住民（卒園児保護者） 

3 吉田  由花 ＰＴＡ代表 

4 井賀  裕子 

 

ＰＴＡ代表 

5 堂山  仁美 ＰＴＡ代表 

6 松尾  有花 ＰＴＡ代表 

7 須田  晴子 ＰＴＡ代表 

8   西村 恵里奈 ＰＴＡ代表 

３．開催日 

第 1回 ２０２３年９月１１日（月） 

第 2回 ２０２４年 １月２２日（月）予定 

 



 

４．委員から出されたその他の主な意見 

・「 保護者と共に」をモットーにしている PTA活動は、各部の代表役員さんを中心に頑張ってい

ただいている。昨年より少しずつ活動を再開しているが、いろんな取り組みをしたいという声

も上がっているので、企画をたくさんあげていただいている。仕事をしている保護者も多いの

で、いつも参加とはいかないが、自分の興味に合わせて参加してくださっている。役員さんは

各部でグループラインを作成し、連絡を取り合っている。自主的に各部の部員となっていただ

いたので、お手伝いの行事があると、積極的に参加していただいている。子どもたちと関わる

機会のある行事などは特に多くの方が参加し、取り組みを盛り上げてくれている。クラス懇談

が出来るようになったことで、幼稚園の様子や子どもの様子、子どもから聞くお友だちの顔を

知れ、保護者同士の関わりが、少し広がった。 

・昨年度は久しぶりに PTA バザーの取り組みも再開することが出来た。人数制限などもあり、縮

小した取り組みだったが、保護者の方々が参加していただき、関係性を広げていければいいと

思う。卒園児関係には今年は参加してもらえるような方向で考えていく。 

・７月にあった「夏まつり」で大阪千代田短大の学生さんが、お店コーナーなどをして子どもた

ちを楽しませてくれた。幼稚園にとっても、短大の学生にとっても良かったという意見があっ

た。 

・ 運動会は人数制限しないことを伝えた。近隣の小学校も人数制限もなしで、家族でお弁当を食

べる方向になっている。幼稚園はコロナ禍以降、午前だけにしていたが子どもの事、お弁当作

りの大変さを考えるとそこは継続してもらえるとうれしいという声もあり午前だけの取り組み

にすることにした。 

 


